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APPENDIX-1 用語集 

 
用語 意味 一般用語 

アーキテクチャ（協調・競争領域） 

協調領域 
各事業者が協調・協力して、機能を共有していくことで、産業の成長を見込む

領域（対義語として競争領域）。 
 

競争領域 
各事業者が競争して、全体として産業の成長を見込む領域（対義語として協調

領域）。 
 

4 次元時空間情報 

4 次元時空間情報 

地上、空中、地下等のあらゆる空間に存在する地物、事象、移動体等の空間上

の特定の地点又は区域の位置や時間を示す情報及び同情報に紐付けられた情報

であり、静的情報、準静的情報、準動的情報、動的情報により構成される。 

 

静的情報 
道路、道路上構造物、恒久的な規制の情報および、道路、道路上構造物から仮

想的に生成される論理的情報。[1] 
〇 

準静的情報 

対象事象位置や範囲、出現時間（時間帯）、あるいは保有する属性情報は時間

と共に変化するが、事象の状態が事前に計画もしくは予測される情報、および

事象の生起に伴う対象物の情報。[1] 

〇 

準動的情報 

対象事象位置や範囲、出現時間（時間帯）が一定ではなく、発生・消滅・移

動・拡大・縮小し、あるいは定位置・一定時間帯であっても保有する属性が時

間と共に変化する事象の実際の状態および、事象発生に伴う対象物の実際の情

報。[1] 

〇 

動的情報 

対象物の位置が定位置ではなく移動したり、あるいは定位置であっても保有す

る属性の更新サイクルが短く、かつ位置の変化や属性の更新は対象物独自に変

化しうるものに関する情報。[1] 

〇 

地物 
地球上の位置と直接的・間接的に関係付けられたもの。[2]  自然環境（例：河

川）、自然現象（例：気象）、人工物（例：建物）、人為的境界（例：行政

界）など。 

〇 

ジオメトリ 地物の形状（点、線、面）を表す頂点の座標情報。 〇 

属性情報 地物の特性を表す情報（建物の例：建物用途、建築面積、階数、構造など）。 〇 

メタデータ 

データそのものではなく、データ（製品）に関する説明情報。[3] 

(メタデータに関する定義は他にもあるが、本ガイドラインでは上記の定義を

用いる。) 

〇 

3D 都市モデル 
建築物、道路、土木構造物等の現実の都市に存在する様々なオブジェクトの三

次元形状と意味情報をパッケージとして記述した地理空間データ。[4] 
〇 

CityGML 
Open Geospatial Consortium（OGC）により策定された、３次元都市空間を記

述するためのデータ交換フォーマット。[5] 
〇 

Project PLATEAU 
国土交通省が主導する 3D都市モデル整備・活用・オープンデータ化プロジェ

クト。[6] 
〇 

BIM 

Building Information Modeling。コンピュータ上に作成した主に 3 次元の形

状情報に加え、室等の名称・面積、材料・部材の仕様・性能、仕上げ等、建築

物の属性情報を併せ持つ建物情報モデルを構築するシステム。[7] 

〇 

DEM 
Digital Elevation Model（数値標高モデル）。地表面を等間隔の正方形に区

切り、それぞれの正方形に中心点の標高値を持たせたデータ。[8] 
〇 

4 次元時空間 ID 

4 次元時空間 ID 

異なる種類の 4次元時空間情報を簡易に統合・検索し、軽量に高速処理できる

仕組みとして、異なる基準に基づいた 4 次元時空間情報であっても一意に位置

及び時間を特定できるように、ZFXY 形式の空間ボクセルに符号を付与した識

別子。 

 

空間ボクセル 
空、地上、地下、屋内、海を含む地球上のあらゆる空間を直方格子状に分割し

た際の個々の直方体の空間領域。 
 

測地系 地球上で位置を測る際のルールとそれに従って定められた座標。[9] 〇 

日本測地系 2024

（JGD2024） 

日本が現在採用している測地系。世界全体で共通に利用ができる世界測地系で

ある ITRF（国際地球基準座標系）に基づいている。[9] 

※2025年 4 月以降適用 

〇 

WGS84 米国が構築・維持している世界測地系。[10] 〇 

XYZタイル 
地球を平面の正方形として定義し、ズームレベルごとにタイル状に分割してデ

ータを配信するための仕組み。 
〇 

地理院地図 
地形図、写真、標高、地形分類、災害情報など、国土地理院が捉えた日本の国

土の様子を発信するウェブ地図。[11] 
〇 
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高さの基準 地球上の 3 次元空間に空間ボクセルを配置する基準となる面。  

ジオイド 
地球の重力による位置エネルギーの等しい面（重力の等ポテンシャル面）。
[12] 

〇 

ジオイドモデル 衛星測位を用いて標高を決定するための基盤。[12] 〇 

ジオイド 2024 日本と

その周辺 

国土地理院が公開する日本全国のジオイドモデル。 

※2025年 4 月以降適用 
〇 

楕円体高 

 
地球を回転楕円体で表したモデルの表面からの高さ。 〇 

ZFXY 形式 
空間 ID を、ズームレベル(z)、fインデックス、xインデックス、y インデッ

クスで表す形式。 
 

ズームレベル 

3 次元空間を空間ボクセルで分割するレベル。分割なしの状態がズームレベル

0、8 分割した状態がズームレベル 1 で、8分割を繰り返すごとにズームレベル

が 1 つ増え、個々の空間ボクセルのサイズは小さくなる。 

 

f インデックス 空間ボクセルの標高（鉛直方向）の番号。  

x インデックス 空間ボクセルの経度（水平方向の東西方向）の番号。  

y インデックス 空間ボクセルの緯度（水平方向の南北方向）の番号。  

4 次元時空間情報基盤 

4 次元時空間情報基盤 

異なる基準に基づいた 4 次元時空間情報を一意に位置を特定できる空間 ID を

導入し、様々な 4 次元時空間情報の結合や検索ができるシステム。各事業者が

個別に構築したシステムについても呼称する。 

 

空間情報サービス 

空間 ID 対応システムを運用して、利用者からの空間範囲とデータ項目に関す

るリクエストに応じて、該当する空間属性情報（該当する空間ボクセル及びそ

の属性値の集合）をリターンするサービス。 

 

空間 ID 対応システム 

空間 ID に係る機能を実装し、利用者からのリクエストに応じたリターンを行

うシステム。リターンを行うために必要となる公共オープンデータや民間デー

タ等の情報を収集、集約する。 

 

空間属性情報 
空間 ID に紐付けられたソースデータの属性情報であり、それぞれの目的に応

じて現実世界を表す。 
 

インターフェースファ

イル 

特定の規格や仕様に従い、コンピュータシステム間でデータ受け渡しを行うた

めのファイル。本ガイドラインにおいては、空間 ID対応システムに一括でデ

ータを登録することを目的として、データ提供者が提供するファイルを指す。 

 

インポート機能 
APIを経由せず、データ提供者のファイルベースのソースデータをデータベー

スに取り込むための機能。 
 

空間 ID 紐付け 
空間ボクセルと重なり合う地物データの属性情報を空間 IDに紐付けること。 

 
 

空間 ID 付与 
空間ボクセルと重なり合う地物データの属性に空間 ID を付与すること。 

 
 

カタログシステム 

分散して存在する空間情報サービスについて、同サービスを提供する事業者に

関する基本情報、同サービスにアクセスする方法、並びに空間情報サービスと

して空間属性情報を提供する空間範囲、期間及びデータ項目等の情報を登録・

管理し、利用者が必要とする空間範囲及びデータ項目に該当する空間属性情報

を取得するためにアクセスするべき空間情報サービス検索できる仕組み。 

 

認証基盤 

空間情報サービスにおいて取り扱うデータのなりすまし防止、改ざん防止、属

性情報の証明を担保するとともに、アクセス権限を管理するルール及び仕組み

の総体 

 

リポジトリ 

本ガイドラインにおいては、主に空間 ID 対応システム及び同システムと連携

するシステムの開発者のために、4 次元時空間情報基盤に係るインターフェー

ス仕様及び共通ライブラリを格納する場を意味する。 

 

API仕様 

利用者が「同一機能は同一の手順で空間属性情報を生成・参照・更新・削除」

することを実現することを目的として、利用頻度が高いと考えられる機能

（API）に対する仕様。プロトコル、名称、データインターフェース、戻り

値、動作に関する説明、などの定義がある。 

 

ネームスペース 

（パッケージ） 

本ガイドラインにおいてはプログラミング言語における概念としてのネームス

ペースを指す（クラスや構造体の上位に記述する名称）。 
 

共通 API 領域を横断して共通的に利用する API。  

領域 API 領域内で共通的に利用する API。  

固有 API 
共通 API及び領域 APIでは不足する機能について、事業者が個別に定義する

API。 
 

共通ライブラリ 
空間 ID 対応システムを設計・実装するうえで、使用する頻度が高いと想定さ

れる機能。 
 

ユースケース領域 
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ユースケース領域 
性質の近いユースケースを纏めた領域。ユースケース領域毎に 4 次元時空間情

報基盤の運用主体や運用ルール、取扱データを定義する。 
 

ドローン領域 
ドローンの安全性を確保した運行を管理することを目的としたユースケース領

域。 
 

USS 
Unmanned Aircraft System Service Supplier。安全にドローンを飛行できる

ように飛行計画作成や申請、飛行経路の最適化、飛行監視などを担う 。[13] 
〇 

緊急用務空域 
緊急用務を行うための航空機の飛行が想定される場合に、無人航空機の飛行が

原則禁止される緊急用務空域。 
〇 

自動車領域 
自動運転を含む、車両の安全運行を支援することを主たる目的としたユースケ

ース領域。 
 

地下埋設物領域 
地下埋設物を一元管理し、埋設物の照会や工事の業務効率を向上させることを

目的としたユースケース領域。 
 

マシンガイダンス 
建設機械の位置情報を計測し、施工箇所の設計データと現地盤データとの差分

をオペレータへ提供するシステム。[14] 
〇 

ウラノス・エコシステム 

ウラノス・エコシステ

ム 

（Ouranos 

Ecosystem） 

デジタル化をイネーブラーとして、企業と企業をつなぐビジネス・デジタルの

協調領域を整備し、利⽤可能とすることにより、産業界全体として新たな連携

による価値を⽣み出すエコシステム。 [15] 

 

ウラノス・エコシステ

ム・イニシアチブ

（Ouranos Ecosystem 

Initiatives） 

産・学・官が連携し、商流（商取引・契約）、⾦流（⾦融・決済）、物流（財

物）等の企業間関係に係る協調領域の整備を進め、産業界全体のデジタルトラ

ンスフォーメーション（ビジネス層・デジタル層にまたがる⾰新）を進めて⾏

く、ウラノス・エコシステムの実現に向けた活動。[15] 

 

ウラノス・エコシステ

ム・データスペーシズ

（Ouranos Ecosystem 

Dataspaces：ODS） 

ウラノス・エコシステム・イニシアチブが推進するデータスペース。[15]  

Ouranos Ecosystem 

Dataspaces Reference 

Architecture Model 

(ODS-RAM) 

産業界がデータスペースの社会実装を早急に進めるためのサービスライフサイ

クルに焦点をおいたアーキテクチャモデルであり、データ連携及び利活用の 5

つのプロセスにおける 13の構造的課題に対して、柔軟に産業や市場の構造、

商慣習の特性を踏まえながら 4 つの疎結合なレイヤと 4つのパースペクティブ

で解決するアプローチを示すもの。[15] 
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